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7月 16日～ 17日の 2日間、天童市の「天童ホテル」で開催された東北ブロック老人クラブ
リーダー研修会は、県外参加者122人と県内参加者84人が集結し盛大に開幕しました。
東北 6県の県老連と仙台市老連の持ち回りで開催されるこの研修会は、コロナ禍を経て 8年
ぶりに山形県で開催。1日目の研修では、全国老人クラブ連合会の千葉参事から「今後の老人ク
ラブ活動の振興に向けて」と題し基調報告があり、活動発表では、テーマを「老人クラブの地域
支え合い・サロン活動」として、宮城県・福島県・山形県の代表者が日ごろの活動を発表しました。
2日目は、山形県老連が仲間づくりアドバイザーとして指導をいただいているNPO法人きら
りよしじまネットワーク髙橋由和理事より、「これからの時代に求められる老人クラブとは～老
人クラブが地域を元気にする～」と題して、講演とワークショップの指導をいただきました。詳
しくは8～ 9ページに特集しています。
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、

日
ご
ろ
よ
り
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
に
対
し
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
令
和
８
年
度
は

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ

ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
本

県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
本
会
役
員
は
昨
年
度

か
ら
一
丸
と
な
っ
て
準
備

を
行
い
、
万
全
な
体
制
の

も
と
県
内
外
か
ら
２
０
０

人
余
の
参
加
者
が
天
童
市

に
集
結
い
た
し
ま
し
た
。

変
わ
り
ゆ
く
時
代
の
流

れ
に
老
人
ク
ラ
ブ
も
変
化

す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と

を
こ
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

で
皆
さ
ま
に
情
報
を
発
信

す
る
と
と
も
に
学
習
す
る

場
と
し
て
計
画
し
て
お
り

ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
が
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
た
活
動
を

展
開
す
る
た
め
に
は
、
新

た
な
仲
間
を
つ
く
る
に
は

何
が
必
要
で
ど
の
よ
う
な

活
動
を
す
べ
き
か
な
ど
、

意
見
を
交
わ
し
親
睦
を
深

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、

日
ご
ろ
よ
り
老
人
ク
ラ
ブ

女
性
委
員
会
並
び
に
女
性

会
員
の
活
動
へ
深
い
ご
理

解
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
度
の
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
で
は
、
県
老
連
女

性
委
員
会
の
活
動
と
し

て
、
参
加
者
に
研
修
の
記

念
に
な
る
よ
う
な
手
作
り

品
で
お
土
産
を
作
り
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
副
委

員
長
の
木
村
レ
イ
子
さ
ん

会
長
あ
い
さ
つ

女
性
委
員
長
あ
い
さ
つ き

ら
ら
ク
ラ
ブ
山
形

き
ら
ら
ク
ラ
ブ
山
形

（
一
般
社
団
法
人

（
一
般
社
団
法
人 

山
形
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

山
形
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

 

会
長
　

会
長

武
田
　
敏
夫

武
田

敏
夫

き
ら
ら
ク
ラ
ブ
山
形

き
ら
ら
ク
ラ
ブ
山
形

（
一
般
社
団
法
人

（
一
般
社
団
法
人 

山
形
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

山
形
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

 

女
性
委
員
長
　

女
性
委
員
長

小
野
美
知
子

小
野
美
知
子

め
ら
れ
ま
し
た
。

本
誌
に
は
、
研
修
会
の

内
容
を
掲
載
い
た
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
一
読
い
た

だ
き
、
今
後
の
活
動
の
参

考
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

ど
う
ぞ
、
今
後
と
も
老

人
ク
ラ
ブ
へ
の
変
わ
ら
ぬ

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
会
報
発
行

に
あ
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

と
協
力
し
あ
っ
て
、
企
画

運
営
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。制

作
に
は
、
私
が
所
属

す
る
東
根
市
の
女
性
会
員

と
、
副
委
員
長
が
所
属
す

る
上
山
市
の
女
性
会
員
、

ま
た
開
催
地
の
天
童
市

の
女
性
会
員
が
集
ま
り
、

３
０
０
個
以
上
の
記
念
品
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

令
和
８
年
度
基
本
方
針
と
事
業
計
画

「
の
ば
そ
う
！

「
の
ば
そ
う
！ 
健
康
寿
命
、

健
康
寿
命
、

 

担
お
う
！

担
お
う
！ 

地
域
づ
く
り
を
」

地
域
づ
く
り
を
」

メイン
テーマ

６
月
17
日
、
山
形
県
自

治
会
館
４
０
１
会
議
室
に

お
い
て
、
市
町
村
老
連
代

表
と
本
会
役
員
が
出
席
し

通
常
総
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

ご
来
賓
と
し
て
、
県
健

康
福
祉
部
長
か
ら
の
ご
祝

辞
を
県
高
齢
者
支
援
課
川

井
課
長
に
代
読
い
た
だ
き
、

そ
の
後
、
議
長
選
出
で
庄

内
町
の
佐
藤
孝
会
長
を
議

長
と
し
て
、
議
事
の
審
議

に
入
り
次
の
議
案
す
べ
て

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
「
令
和
７

年
度
事
業
報
告
に
つ
い

て
」、
第
２
号
議
案
「
令

和
７
年
度
一
般
会
計
収
支

決
算
と
監
査
報
告
に
つ
い

て
」、
第
３
号
議
案
「
令

和
８
年
度
県
老
連
会
費

（
案
）
に
つ
い
て
」、
第
４

号
議
案
「
令
和
８
年
度
一

般
会
計
収
支
補
正
予
算

（
案
）
に
つ
い
て
」、
第
５

号
議
案
「
本
会
運
営
状
況

（
財
務
見
通
し
）
並
び
に

今
後
の
運
営
に
つ
い
て
」、

報
告
事
項
を
行
い
、
意
見

等
も
あ
り
ま
し
た
が
す
べ

て
の
議
事
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

【
基
本
方
針
】

私
た
ち
自
身
の
幸
せ

と
、
希
望
を
持
ち
生
き
が

い
を
感
じ
ら
れ
る
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て

【
事
業
計
画
よ
り
主
な
事

業
】

１
．
令
和
8
年
度
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
（
主
催
県
）

７
月
16
日
〜
17
日
／
天
童

市
「
天
童
ホ
テ
ル
」
参
加

規
模
２
５
０
人
予
定

２
．
第
60
回
山
形
県
老
人

福
祉
大
会

11
月
11
日
／
高
畠
町

高
畠
町
文
化
ホ
ー
ル
「
ま

ほ
ら
」
参
加
規
模
７
０
０

人
予
定

３
．
第
19
回
公
式
ワ
ナ
ゲ

全
国
交
流
大
会

10
月
８
日
／
天
童
市
山
形

県
総
合
運
動
公
園
体
育
館

「
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
」
70
チ
ー

ム
募
集
予
定

４
．
新
た
な
仲
間
づ
く
り

と
老
人
ク
ラ
ブ
が
行
う
地

域
づ
く
り
の
た
め
の
学
習

会
９
月
〜
12
月
各
地
区
ブ

ロ
ッ
ク
幹
事
老
連
で
の
開

催
／
各
ブ
ロ
ッ
ク
老
連
か

ら
２
〜
３
人
ず
つ
を
予
定

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を

添
え
梱
包
を
行
う
作
業
ま

で
行
い
ま
し
た
。

お
土
産
記
念
品
は
、
当

日
の
研
修
会
資
料
に
同
封

し
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

７
ペ
ー
ジ
に
制
作
の
様

子
を
掲
載
い
た
し
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
後
も
県
内
の
女
性
会

員
の
活
動
を
見
守
り
な
が

ら
普
及
に
努
め
て
い
く
所

存
で
す
の
で
、
ご
理
解
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

令
和
８
年
度
収
支
予
算
概
要

各
市
町
村
と
連
携
し
、

各
市
町
村
と
連
携
し
、

活
気
あ
る
き
ら
ら
ク
ラ
ブ
山
形
に

活
気
あ
る
き
ら
ら
ク
ラ
ブ
山
形
に

令
和
８
年
度
の
一
般
会

計
予
算
総
額
は
１
３
６
６

万
円
で
、
前
年
度
決
算
の

事
業
活
動
収
入
に
比
べ
２

６
０
万
円
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、「
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
協
力
金
」

か
ら
48
万
８
０
０
０
円
を

取
り
崩
し
、
収
入
不
足
を

補
填
し
ま
し
た
。
収
支
の

バ
ラ
ン
ス
を
見
る
と
、
収

入
全
体
の
約
３
割
が
会
費

収
入
（
正
会
員
・
賛
助
会

員
）
で
、
国
と
県
か
ら
の

補
助
金
が
全
体
の
54
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
昨
年
度

か
ら
３
ケ
年
に
わ
た
り

「
会
員
加
入
促
進
事
業
助

成
金
」
と
し
て
県
か
ら
77

万
３
０
０
０
円
の
助
成
を

受
け
て
い
ま
す
。「
会
員

増
強
に
向
け
た
意
見
交
換

会
」
と
「
仲
間
づ
く
り
・

ク
ラ
ブ
活
性
化
の
た
め
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事

業
」
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

本
会
の
活
動
の
基
本
で
あ

る「
健
康
」「
友
愛
」「
奉
仕
」

の
目
標
を
推
進
し
て
い
く

継
続
事
業
の

支
出
と
し
て

４
９
１
万
６

０
０
０
円
を

確
保
し
ま
し

た
。
そ
の
他
の
支
出
内
訳

は
表
の
と
お
り
で
す
。

引
き
続
き
、
市
町
村
老

連
と
の
連
携
を
基
軸
に
、

会
員
増
強
と
組
織
活
性
化

に
励
み
、
地
域
の
資
源
と

し
て
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
存

在
意
義
を
高
め
て
ま
い
り

ま
す
。

令和８年度一般会計予算概要 収入の部

支出の部

【収入の部】

科　　目 予算額(円)

1．会費（正会員・賛助会員） 4,035,830

2．補助金・助成金・委託費 7,332,000

3．共同募金配分金 300,000

4．老ク会員章拠出金 20,000

5．事業負担金 370,000

6．事業関連収入 1,000,000

7．雑収入 120,000

8．基金繰入金 488,000

計 13,665,830

【支出の部】

科　　目 予算額(円)

1．継続事業費 4,916,000

2．活動推進員設置人件費 4,018,000

3．法人運営管理費 4,710,000

4．予備費 20,000

計 13,664,000

1. 会費1. 会費
(正会員・賛助会員 )( 正会員・賛助会員 )

29%29%

2. 補助金・助成金・
委託費 54%

1.1.
継続事業費継続事業費
36%36%

3.3.
法人運営管理費法人運営管理費

35%35%

4. 予備費 0.2%

2.2.
活動推進員設置人件費活動推進員設置人件費

29%29%

3.共同募金
配分金
2%

4. 老ク会員章
拠出金
0.2%

5. 事業負担金
3%

6. 事業関連収入
7%

7. 雑収入 1% 8. 基金繰入金 4%
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

仲
間
づ
く
り
・
老
人
ク
ラ
ブ
活
性
化
モ
デ
ル
事
業
報
告

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
受
託
後
の
状
況

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
受
託
後
の
状
況

あ
や
め
寿
会
で
は
、
昨

年
度
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派

遣
事
業
を
受
託
し
ま
し

た
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
助

言
の
も
と
に
、
3
回
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

し
、「
あ
や
め
寿
会
の
魅

力
と
は
」、「
関
心
を
も
っ

て
も
ら
う
に
は
」、「
加
入

し
て
も
ら
う
に
は
」
の

3
つ
の
テ
ー
マ
で
グ
ル
ー

プ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
討
議
の
結
果
を
基
に

作
成
し
た
壁
新
聞
を
横
町

む
つ
み
館（
地
区
公
民
館
）

に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
討
議
の
結
論

は
、「
こ
れ
ま
で
と
同
じ

よ
う
に
、
観
桜
会
や
あ
や

め
鑑
賞
会
を
し
た
り
、
小

旅
行
を
し
た
り
、
会
員
同

士
世
間
話
を
し
た
り
と
気

楽
に
好
き
な
こ
と
を
楽
し

む
」を
基
本
に
し
な
が
ら
、

新
た
に
、
①
会
員
の
特
技

等
を
活
か
し
て
地
域
の
人

た
ち
が
参
加
し
た
い
と
思

う
教
室
や
講
習
を
開
催
す

る
、
②
こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
様
々
な
経
験
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
地
域
の
求
め
に
応

じ
て
可
能
な
限
り
提
供
す

る
、
③
会
報
の
発
行
等
を

通
じ
会
の
活
動
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
新
規
会
員
の
獲
得

や
非
活
動
会
費
会
員
の
活

動
参
加
を
促
す
と
い
う
も

の
で
し
た
。

令
和
8
年
度
に
入
り
、

①
に
つ
い
て
は
、
会
員
か

ら
「
認
知
症
に
つ
い
て
勉

強
し
た
い
」
と
の
要
望
が

強
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
６

月
24
日
に
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を

企
画
し
、
地
区
民
に
も
参

加
を
呼
び
か
け
て
実
施
し

ま
し
た
。
20
名
（
う
ち
２

名
は
会
員
外
）の
参
加
で
、

参
加
者
全
員
が
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
認
定
を
受
け

ま
し
た
。

ま
た
、
輪
投
げ
の
練
習

会
を
月
に
1
度
は
じ
め
て

お
り
12
名
参
加
し
て
い
ま

R8年1月～ 壁新聞R8年1月～ 壁新聞
を公民館に掲示を公民館に掲示

R8.6.24R8.6.24
認知症サポーター養成講座認知症サポーター養成講座

R7年11月R7年11月
第3回ワークショップ第3回ワークショップ

長
井
市

あ
や
め
寿
会

す
。
経
験
者
か
ら
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
、
大
会
参

加
も
見
据
え
て
い
ま
す
。

③
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
５
名
の
方
が
会
員
と
な

り
ま
し
た
。
会
長
の
熱
心

な
勧
誘
の
成
果
で
は
あ
り

ま
す
が
、
壁
新
聞
も
背
中

を
押
す
一
因
に
な
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。
会
報
の
発

行
は
現
在
準
備
中
で
、
会

報
の
中
で
、
地
区
か
ら
の

②
に
つ
い
て
の
要
望
や
、

①
の
各
種
教
室
開
催
の
希

望
等
に
つ
い
て
も
聞
い
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

R8 輪投げ練習会R8 輪投げ練習会
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

日
本
ワ
ナ
ゲ
協
会
の
「
公
式
ワ
ナ
ゲ
全
国
ラ
ン
キ
ン
グ
大
会
」

全
国
の
ワ
ナ
ゲ
選
手
と
切
磋
琢
磨

全
国
の
ワ
ナ
ゲ
選
手
と
切
磋
琢
磨

日
本
ワ
ナ
ゲ
協
会
が
主

催
す
る
「
全
国
ラ
ン
キ
ン

グ
大
会
」
は
、「
い
つ
で

も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
と

で
も
」
参
加
が
で
き
る
年

間
ラ
ン
キ
ン
グ
方
式
の
大

会
で
す
。

地
域
で
定
期
的
に
開
催

し
て
い
る
公
式
ワ
ナ
ゲ
の

練
習
会
や
大
会
で
記
録
し

た
ス
コ
ア
（
得
点
集
計
）

を
日
本
ワ
ナ
ゲ
協
会
へ
提

出
す
る
こ
と
で
、
そ
の
累

計
点
数
で
全
国
の
順
位
を

競
う
大
会
で
す
。

集
計
を
す
る
期
間
は
、

毎
年
3
月
1
日
か
ら
2
月

末
日
ま
で
、
公
式
ワ
ナ
ゲ

の
単
独
投と
う

輪り
ん

方
式
の
ス
コ

ア
を
集
計
し
ま
す
。

表
彰
は
、
団
体
の
部
で

総
合
得
点
賞
と
最
高
平
均

得
点
、
個
人
の
部
は
、
総

合
得
点
賞
と
パ
ー
フ
ェ
ク

ト
賞
が
あ
り
、
入
賞
者
に

は
翌
年
度
の
4
月
以
降
に

日
本
ワ
ナ
ゲ
協
会
か
ら
賞

状
が
贈
ら
れ
ま
す
。

山
形
県
で
は
、大
江
町
、

真
室
川
町
、
戸
沢
村
、
寒

河
江
市
、
長
井
市
、
上
山

市
、山
形
県
老
連
が
申
請
、

２
０
２
５
年
度
の
ラ
ン
キ

ン
グ
大
会
で
は
、
団
体
の

部
の
総
合
得
点
賞
に
大
江

町
の
単
位
ク
ラ
ブ
や
長
井

市
ワ
ナ
ゲ
協
会
、
初
参
加

で
寒
河
江
市
老
連
が
ラ
ン

ク
イ
ン
、
個
人
の
部
総
合

得
点
賞
で
は
、
大
江
町
を

中
心
に
県
内
の
ワ
ナ
ゲ
の

達
人
が
70
人
以
上
ラ
ン
ク

イ
ン
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
日
本
ワ
ナ

ゲ
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

大江町老連大江町老連
「クラブ対抗公式ワナゲ大会」「クラブ対抗公式ワナゲ大会」
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

７
月
16
日
・
17
日
に
天

童
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ

た
「
令
和
８
年
度
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
」
に
向
け
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
お
渡

し
す
る
お
土
産
作
り
を
６

月
24
日
に
行
い
ま
し
た
。

『
他
地
区
で
も
行
わ
れ

て
い
る
手
作
り
の
お
土
産

で
、
訪
れ
る
方
々
を
温
か

く
お
迎
え
し
た
い
』
と
の

想
い
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

企
画
。
お
土
産
作
り
を

行
っ
た
県
総
合
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
は
開
催
市
の

天
童
市
を
始
め
、上
山
市
、

東
根
市
の
老
人
ク
ラ
ブ
女

性
委
員
会
と
事
務
局
の
メ

ン
バ
ー
計
17
名
が
集
ま
り

ま
し
た
。

今
回
作
成
し
た
の
は

『
キ
ャ
ッ
プ
・
オ
ー
プ

ナ
ー
』
で
す
。
高
齢
者
に

あ
る
あ
る
の
「
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
ふ
た
が
開
け
づ
ら

い
」
や
「
ジ
ャ
ム
な
ど
の

瓶
の
ふ
た
が
開
け
づ
ら

い
」
な
ど
の
お
困
り
ご
と

の
お
役
に
立
つ
ア
イ
テ
ム

で
す
。
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ

に
カ
ッ
ト
し
た
滑
り
止
め

シ
ー
ト
の
周
り
を
か
ぎ
針

で
カ
ラ
フ
ル
な
毛
糸
を
一

枚
一
枚
丁
寧
に
編
み
上
げ

ま
し
た
。

作
業
中
は
、
差
し
入
れ

に
い
た
だ
い
た
サ
ク
ラ
ン

ボ
や
お
茶
菓
子
を
囲
み
な

が
ら
、
終
始
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
に
。
心

を
込
め
て
作
っ
た
色
と
り

ど
り
の
オ
ー
プ
ナ
ー
が
、

研
修
会
に
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ま
を
お
迎
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

女
性
委
員
会
活
動

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
お
土
産
作
り

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
お
土
産
作
り

皆で教え合いながら皆で教え合いながら

実際に配布したキャップ・オープナー実際に配布したキャップ・オープナー

手先の器用さはお手のもの手先の器用さはお手のもの

キャップ開けがキャップ開けが
簡単に！簡単に！
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

１
日
目
の
研
修
で
は
、「
老
人

ク
ラ
ブ
の
地
域
支
え
合
い
・
サ
ロ

ン
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

DAY1DAY1Activity ReportActivity Report

July 16, 2026July 16, 2026活動発表活動発表
①
宮
城
県
の
大
谷
地
ひ
ま
わ
り
ク

ラ
ブ
の
及
川
ふ
じ
子
会
長
の
発
表

で
は
、
活
動
休
止
と
な
っ
て
い
た

ク
ラ
ブ
を
５
年
前
に
地
域
の
方
々

と
と
も
に
再
開
を
決
意
し
て
ク
ラ

ブ
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
活
動
内

容
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や

花
植
え
活
動
、
町
老
連
事
業
へ
の

参
加
等
。
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
は
、
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や

高
齢
者
世
帯
に
訪
問
し
て
、
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
を
す
る
「
お
助

け
隊
」
を
や
っ
て
い
ま
す
。

お
助
け
隊
の
人
た
ち
は
、
高
齢

者
の
不
安
を
聞
い
た
り
昔
の
話
し
や

日
常
の
会
話
で
お
互
い
に
笑
顔
を
つ

く
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

②
福
島
県
の
矢
吹
町
一

区
こ
の
は
な
会
の
石
原

ヨ
シ
子
会
長
は
、
老
人

ク
ラ
ブ
と
サ
ロ
ン
活
動

が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
発
表
、
役
員
や
世
話
人
を
多

く
配
置
し
、
会
員
と
の
つ
な
が
り

を
重
視
、
毎
回
20
人
以
上
の
方
が

参
加
す
る
サ
ロ
ン
で
す
。
若
い
世

代
と
の
交
流
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
、
ま
ず
は
や
っ
て
み
よ
う
！
と

い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
会
員
の

元
気
や
生
き
が
い
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

☆
『
上
を
向
い
て
歩
こ
う
』
の
音

楽
に
合
わ
せ
て
、
活
動
の
ス
ラ
イ

ド
上
映
も
あ
り
ま
し
た
。

宮城県大谷地ひまわり宮城県大谷地ひまわり
クラブの及川会長クラブの及川会長

福島県矢吹町一区このはな会　石原ヨシ子会長福島県矢吹町一区このはな会　石原ヨシ子会長

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

き
ら
り
よ
し
じ

ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
理
事
で
き
ら

ら
ク
ラ
ブ
山
形

の
仲
間
づ
く
り

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
髙
橋
由
和

先
生
よ
り
「
こ

れ
か
ら
の
時
代

に
求
め
ら
れ
る

老
人
ク
ラ
ブ
と

は
」
と
題
し
て

ご
講
演
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を

ご
指
導
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
求
め
ら
れ
て
い

る
も
の
は
、
高
齢
者
の
団
体
と
い
う
認

識
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
で
支
え
合
い
、

健
康
で
生
き
が
い
づ
く
り
を
担
う
重
要

な
社
会
資
源
で
あ
る
こ
と
、「
で
き
な
い

こ
と
」
を
支
え
る
福
祉
で
は
な
く
、「
で

き
る
こ
と
を
」
を
地
域
の
力
と
し
て

生
か
し
て
い
く
視
点
が
重
要
で
あ
る
こ

と
な
ど
ご
講
演
、
そ
の
あ
と
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
「
す
ぐ

で
き
る
こ
と
」
や
「
中
期
で
で
き
る
こ

と
」、「
今
後
検
討
し
な
が
ら
で
き
る
こ

と
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が
付
箋
紙
に
書
き

出
し
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

山形県高畠町虹の会の我妻副会長山形県高畠町虹の会の我妻副会長

髙橋先生の講演髙橋先生の講演意見を出し合い意見を出し合い交流のひととき交流のひととき

③
山
形
県
の
高
畠
町
虹
の
会
の
我

妻
由
美
子
副
会
長
の
発
表
は
、
居

場
所
づ
く
り
実
践
講
座
に
参
加
し

て
「
や
っ
て
み
た
い
！
」
と
い
う

気
持
ち
か
ら
仲
間
と
と
も
に
「
和

楽
茶
の
間
」
を
開
設
、
人
と
人
が

つ
な
が
り
心
地
よ
く
過
ご
せ
る
場

所
を
み
ん
な
で
つ
く
る
こ
と
を
理

念
と
し
て
、お
世
話
で
は
な
く「
お

互
い
様
」
の
場
で
あ
る
こ
と
、
人

と
人
、
人
と
社
会
が
つ
な
が
る
場

づ
く
り
と
し
て
10
年
以
上
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

DAY2DAY2 Lectures and Lectures and 
WorksshopsWorksshops

July 17, 2026July 17, 2026 講演・ワークショップ講演・ワークショップ
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

市
町
村
老
連

新
規
結
成
ク
ラ
ブ
情
報

シ
ニ
ア
オ
ー
プ
ン
ク
ラ

ブ
は
、「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

に
入
り
た
い
が
、
地
区
に

ク
ラ
ブ
が
な
い
!!
」
と
い

う
声
を
受
け
て
、
令
和
6

年
9
月
に
社
協
が
立
ち
上

げ
た
市
内
誰
で
も
参
加
で

き
る
ク
ラ
ブ
で
す
。
社
協

広
報
誌
で
〝
人
生
１
０
０

年
時
代
！
新
し
い
仲
間
と

た
く
さ
ん
の
こ
と
に
挑
戦

し
、
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
!!
〞
と
呼

び
か
け
、
20
名
の
定
員
で

募
集
し
ま
し
た
。

活
動
は
月
2
回
、
午
前

中
の
2
時
間
。「
い
き
い

き
百
歳
体
操
」
を
し
て
、

そ
の
後
は
毎
回
メ
ン
バ
ー

が
楽
し
め
る
企
画
を
行
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
「
楽

し
い
こ
と
」
は
、
街
中

ウ
ォ
ー
ク
、
作
品
作
り
、

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り

＆
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
（
落
ち
葉
清

掃
）、
年
2
回
の
日
帰
り

旅
行
（
大
人
の
社
会
科
見

学
）
…
な
ど
で
す
。

今
年
度
4
月
か
ら
は
米

沢
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
に
加
入
し
、
会
長
、
副

会
長
、
会
計
の
役
員
さ
ん

を
中
心
に
25
名
全
員
で
協

力
し
な
が
ら
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
旅
行
係

も
置
き
、
企
画
か
ら
実
行

ま
で
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
は
前
月
に

「
来
月
は
何
を
し
よ
う

か
！
」
と
み
ん
な
で
話
し

合
っ
て
決
定
。
総
会
な

ど
の
堅
苦
し
い
こ
と
は

一
切
な
く
、
年
会
費
は

１
２
０
０
円
。
気
軽
に
、

楽
し
く
、
参
加
し
や
す
い

「
令
和
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
6

月
に
は
〝
さ
く
ら
ん
ぼ
の

種
飛
ば
し
大
会
〞
な
ど
と

て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
も

あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
公
式
ワ
ナ
ゲ

交
流
大
会
に
向
け
て
ワ
ナ

ゲ
の
練
習
に
も
力
が
入
っ

て
い
ま
す
。

『
や
っ
て
み
た
い
こ
と

を
持
ち
寄
っ
て
、
み
ん
な

で
一
緒
に
楽
し
む
』
そ
れ

が
シ
ニ
ア
オ
ー
プ
ン
ク
ラ

ブ
の
魅
力
に
な
っ
て
い
ま

す
。
次
は
ど
ん
な
楽
し
い

こ
と
を
す
る
の
か
楽
し
み

で
す
。
ま
さ
に
立
ち
上
げ

の
時
に
掲
げ
た
〝
新
し
い

仲
間
と
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を

楽
し
む
〞
ク
ラ
ブ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

米
沢
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

米
沢
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

新
し
く
「
シ
ニ
ア
オ
ー
プ
ン
ク
ラ

新
し
く
「
シ
ニ
ア
オ
ー
プ
ン
ク
ラ

ブ
」
が
仲
間
入
り
し
ま
し
た

ブ
」
が
仲
間
入
り
し
ま
し
た

ボランティア活動（落ち葉清掃）ボランティア活動（落ち葉清掃）

大人の社会科見学（松島）大人の社会科見学（松島）

レクリエーション（総合運動公園）レクリエーション（総合運動公園）

レコードコンサート開催レコードコンサート開催
（旧米沢高等工業学校本館）（旧米沢高等工業学校本館）
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化
に
向
け
て
政

策
委
員
会
・
幹
事
会
で
議
論
を
重
ね
、

こ
の
度
「
わ
く
わ
く
元
気
！
明
日
を
つ

く
る
老
人
ク
ラ
ブ

仲
間
へ
の
呼
び
か

け
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
自
身

が
ク
ラ
ブ
の
魅
力
を
確
認
す
る
と
と
も

に
多
く
の
人
々
に
老
人
ク
ラ
ブ
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
団
体
や
行
政
と
協
働
し
て
い
く
ヒ
ン

ト
と
し
て
作
成
し
た
話
し
合
い
の
た
め

の
資
料
で
す
。

皆
さ
ん
の
ク
ラ
ブ
を
元
気
に
す
る
た

め
に
、
こ
の
「
仲
間
へ
の
呼
び
か
け
」

を
使
っ
て
単
位
ク
ラ
ブ
や
市
町
村
老
連

で
話
し
合
っ
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

皆
さ
ん
の
意
見
や
事
例
が
最
終
報
告

を
作
り
ま
す
！

こ
の
「
仲
間
へ
の
呼
び
か
け
」
は
、

中
間
報
告
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
多
く
の
ご
意
見
や
ご
提

案
、
全
国
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
実
践

を
盛
り
込
ん
で
、
さ
ら
に
内
容
を
充
実

さ
せ
て
、
令
和
９
年
３
月
に
最
終
報
告

を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

中
間
報
告
の「
仲
間
へ
の
呼
び
か
け
」

を
踏
ま
え
て
、
皆
さ
ん
の
ク
ラ
ブ
や
市

町
村
老
連
で
話
し
合
わ
れ
た
こ
と
、
感

想
や
意
見
、
実
践
事
例
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

全
老
連
の
取
り
組
み

わ
く
わ
く
元
気
！

わ
く
わ
く
元
気
！

明
日
を
つ
く
る
老
人
ク
ラ
ブ

明
日
を
つ
く
る
老
人
ク
ラ
ブ 

仲
間
へ
の
呼
び
か
け

仲
間
へ
の
呼
び
か
け
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

県
老
連
は
、
市
町
村
老

連
を
通
じ
て
皆
さ
ま
か
ら

い
た
だ
い
て
い
る
会
費
と

国
や
県
か
ら
の
補
助
金
で

運
営
し
て
い
ま
す
が
、
会

員
減
少
に
よ
る
会
費
減
収

や
事
業
の
縮
小
に
伴
う
収

入
減
収
が
見
込
ま
れ
、
運

営
が
不
安
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
会
員

の
有
志
か
ら
協
力
金
を
募

り
県
老
連
が
継
続
的
に
運

営
を
行
え
る
よ
う
ご
支
援

い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
協
力
金
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
事
業
に
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。今

後
と
も
ご
理
解
い
た

だ
き
ご
協
力
の
継
続
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 令

和
7
年
度
協
力
金
報
告
・
賛
助
会
員
の
ご
紹
介

持
続
可
能
な
運
営
の
た
め
の
協
力
金
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

賛
助
会
費
の
ご
報
告

令
和
７
年
度
の
賛
助
会

員
の
皆
さ
ま
、
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１
団
体
、
個
人
会
員
4

人
か
ら
ご
支
援
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
よ
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
企
業
・
団
体
】

㈱
日
本
ト
リ
ム
仙
台
支
社

さ
ま

【
個
人
会
員
（
４
名
）】

岸
部　
　

滋
さ
ま（

山
辺
町
）

矢
口　
　

實
さ
ま（

新
庄
市
）

髙
橋　
　

潔
さ
ま

（
寒
河
江
市
）

大
津

歩
美
さ
ま（

上
山
市
）

令和7年4月1日～令和8年3月31日
までご協力いただいた金額

【協力老連】６か所

142,000 円
大江町、酒田支部、
真室川町、金山町、
鮭川村、西川町
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

からのからのおしらせおしらせききららららクラブクラブ 山山 形形 

毎年９月に開催していましたが、令和８年度は
11月11日（水）に高畠町文化ホール「まほら」を
会場に開催します。
高畠町の文化にふれながら老人クラブの仲間た
ちと集う大会にぜひお越しください。
期日 令和８年11月11日（水）
会場  高畠町文化ホール「まほら」
参加対象及び予定人数  老人クラブ会員・役職員、
社会福祉関係者及び大会に関心のある県民750名
（被表彰者を含む）

お問い合わせは、きららクラブ山形事務局まで第60回山形県老人福祉大会第60回山形県老人福祉大会

高畠町文化ホールまほら

第19回公式ワナゲ全国交流大会第19回公式ワナゲ全国交流大会
期日  令和８年10月８日（木）
場所  山形県総合運動公園体育館サブアリーナ
チーム編成  １チームにつき選手3名、補欠2名
募集チーム数  山形県内及び全国から70チーム（最大）※先着順
参加申込方法  「第19回公式ワナゲ全国交流大会参加チーム枠
計画」に基づき、各市町村設定されたチーム枠内での募集と
なりますので、各市町村老人クラブ連合会事務局を通して応
募してください。県外チームの参加は県老連事務局までお問
い合わせください。
☆８月中旬に開催要綱を市町村老連事務局へ発送しております。

第 18 回大会の様子
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

【令和８年度高齢者保養施設】

施設名 住所 電話番号

蔵王温泉 ホテル松金屋アネックス 〒 990-2301
山形市蔵王温泉 1267-16 023-694-9706

鳥海温泉 鳥海自然文化館　遊楽里 〒 999-8521
遊佐町吹浦字西浜 2-76 0234-77-3711

小野川温泉 湯杜　匠味庵　山川 〒 992-0076
米沢市小野川町 2436 0238-32-2811

碁点温泉 株式会社村山市余暇開発公社　
クアハウス碁点

〒 995-0209
村山市碁点 1034-7

0237-56-3351

中山平温泉 鳴子やすらぎ荘
〒 989-6832
宮城県大崎市鳴子温泉字星沼 18-2

0229-87-2121

令和８年度は、県内４社県外１社からご協力いただきました。
４月にはガイドブックを発行し、市町村老連を通して各単位ク
ラブに配布をしています。
高齢者保養施設の提携事業は、提携する施設の減少に伴い令和
8年度で終了することになりました。
この度発行いたしました「会員厳選湯友ガイド 2026」が最後
となりますので、ぜひご活用ください。

高齢者保養施設のご案内高齢者保養施設のご案内
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

おらほおらほのの

事務局事務局さんさん

長
寿
を
楽
し
く
過
ご
す
手
助
け
を

長
寿
を
楽
し
く
過
ご
す
手
助
け
を

・
寒
河
江
市
と
寒
河
江
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
に
つ
い
て

私
が
事
務
局
に
な
っ
た
と
き
驚
い

た
の
が
、
ど
こ
の
地
区
に
も
あ
る
と

思
っ
て
い
た
老
人
ク
ラ
ブ
が
か
な
り

解
散
し
て
お
り
、
61
団
体
あ
っ
た
も

の
が
9
団
体
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
で
す
。
会
員
の
高
齢
化
・
役

員
の
な
り
手
不
足
・
新
会
員
が
入
ら

な
い
等
の
理
由
で
さ
ら
に
3
団
体
が

減
り
、
現
在
は
6
団
体
の
み
で
す
。

・
い
つ
か
ら
こ
の
お
仕
事
を
し
て
い

ま
す
か
？
こ
の
仕
事
に
就
く
き
っ

か
け
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

小
中
高
の
一
つ
先
輩
の
前
事
務
局

長
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
、
話
を
聞
い

て
い
る
う
ち
断
る
こ
と
が
で
き
ず
お

引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。初

め
て
の
業
務
な
の
で
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
前
任
者
に
電
話
を
か
け
、
事

の
対
応
を
し
て
い
ま
し
た
。

年
間
を
通
し
て
行
っ
て
い
る
の

は
、
連
合
会
の
推
奨
し
て
い
る
公
式

ワ
ナ
ゲ
ラ
ン
キ
ン
グ
の
集
計
と
連
合

会
と
し
て
の
行
事
の
開
催
で
す
。

・
仕
事
を
し
て
い
て
の
〝
や
り
が
い
〞

や
信
念
な
ど
教
え
て
い
く
だ
さ
い
。

役
員
の
方
々
は
理
事
会
と
か
研
修

会
な
ど
で
他
団
体
の
方
と
の
交
流
は

あ
り
ま
す
が
、
一
般
会
員
の
他
団
体

と
の
交
流
の
機
会
は
し
ば
ら
く
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
総
会
や

新
年
ワ
ナ
ゲ
大
会
な
ど
で
、
一
般
会

員
の
交
流
が
で
き
る
よ
う
に
懇
親
会

な
ど
も
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
帰
る
際
に
、「
来
年
も
ぜ
ひ
参

加
し
た
い
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
と
き

は
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。

奥
山

勝
弘
さ
ん

（
寒
河
江
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

市
の
方
針
と
し
て
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
廃
止
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
公
表
さ
れ
、
連
合
会
と
し
て
「
継
続

の
要
望
書
」
を
会
員
の
倍
数
以
上
に
あ

た
る
８
６
９
名
の
署
名
を
集
め
、
市
長

に
直
接
要
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
老
福
セ
ン
タ
ー
を
な
く
す
も
の
で

は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
き
ま
し
た
。

・
今
後
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

高
齢
化
が
ど
ん
ど
ん
進
む
中
で
そ
の

受
け
入
れ
団
体
と
し
て
の
役
割
は
大
き

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
会
員
数
は

減
少
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
長
寿
を
楽
し
く
過
ご

す
に
は
、
人
と
の
交
流
や
触
れ
合
い
、

体
を
動
か
し
た
り
す
る
こ
と
は
欠
か
せ

な
い
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
活
動
が
絶

え
な
い
よ
う
に
、
微
力
な
が
ら
支
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

本紙発行に際しまして、ご協賛いただきましたスポンサー各位に対し、厚く御礼申し上げます。

今後も倍旧の御厚誼を賜りますようお願い申し上げます。
 スポンサーへの

御礼

人
生
１
０
０
年
時
代
と
い
わ
れ

る
と
、
私
は
ち
ょ
う
ど
人
生
の
折
り

返
し
地
点
の
年
齢
で
あ
る
。

で
も
、学
生
時
代
を「
つ
い
こ
の
間
」

だ
と
思
っ
て
い
た
し
、
県
老
連
に
入

職
し
た
こ
ろ
を
「
つ
い
最
近
」
だ
と

思
っ
て
過
ご
し
て
き
た
。
県
老
連
の

職
員
に
な
っ
て
18
年
も
経
っ
て
い
て
、

「
よ
く
こ
ん
な
に
長
く
勤
め
て
い
る

も
ん
だ
」
と
自
分
に
感
心
す
る
。

18
年
間
元
気
な
高
齢
者
の
中
で

仕
事
を
し
て
き
た
私
は
、
老
い
と
か

病
気
と
か
老
後
と
い
う
も
の
を
意

識
し
た
り
重
く
考
え
た
り
し
な
い

性
格
に
な
っ
た
が
、
最
近
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ン
ズ
が
合
わ
な
く
て
見
え
づ
ら

い
と
思
っ
て
い
た
ら
、
完
璧
な
老
眼

に
な
っ
て
い
る
の
に
気
が
付
い
た
。
ス

マ
ホ
は
腕
を
伸
ば
せ
る
だ
け
伸
ば
し

て
見
る
よ
う
に
な
っ
て
、「
で
き
れ
ば

も
う
少
し
腕
が
長
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
る
」
と
誰
か
に
愚
痴
を
こ
ぼ
し
た

ら
、「
老
眼
鏡
を
か
け
た
方
が
い
い
」

と
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
今
は
老
眼
鏡
を
か
け
て
こ

の
原
稿
を
作
っ
て
い
る
。
私
は
「
老

眼
鏡
を
必
要
と
す
る
歳
に
な
っ
て
」

と
嘆
く
こ
と
は
な
く
、
逆
に
年
を

取
っ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
感
じ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
何
百
人
と
い
う
高
齢

者
に
出
会
っ
て
き
た
け
れ
ど
、
ど
の

編編 

集集 

後後 

記記

高
齢
者
も
人
生
経
験
が
豊
富
で
人

の
痛
み
や
苦
し
み
を
よ
く
理
解
し
て

い
る
。年を

取
る
と
、
こ
れ
ま
で
「
で
き

て
い
た
」
こ
と
が
「
で
き
な
く
な
る
」

機
会
が
多
く
な
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ

が
自
然
の
老
い
だ
と
思
う
。
そ
れ
を

否
定
し
て
無
理
を
す
れ
ば
高
齢
者

は
い
つ
も
い
ろ
い
ろ
な
危
険
に
さ
ら

さ
れ
る
。
自
然
の
流
れ
で
「
で
き
な

く
な
っ
た
」こ
と
は
、誰
か
と
支
え
合
っ

て
助
け
合
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
人
生
、「
で
き
な
く

な
る
」
こ
と
が
徐
々
に
増
え
る
だ
ろ

う
。
だ
か
ら
こ
そ
今
、
支
え
合
う

環
境
を
つ
く
り
助
け
合
う
精
神
を

養
っ
て
半
分
の
人
生
を
私
ら
し
く
歩

み
た
い
。

（
歩
美
）
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